







































































2. 1. 第 1 部 
 第 1 部（第 I～III 章）では、パレスティナ地域における前期青銅器文化を研究するに当たって、基礎となる研究背
景を概略的に押さえた。 




















2. 2. 第 2 部：居住活動と地域性 
 第 2 部（第 IV～VII 章）では、セトルメント・パターン、地域間関係、そして土器器種・器形の地域性といった、
生活に関わる諸活動との強い相関が推察される事項に焦点を絞った分析を実施し、EB I 期から EB II 期にかけて見ら
れる諸変化について総合的に考察した。 
第 IV 章では、EB I～III 期にかけてのセトルメント・パターンの分析を実施した。1100 余の居住遺跡を対象として、
EB I 期から EB III 期にかけての全体的な分布の変遷、大・中型遺跡の分布傾向の変遷、周囲に城壁を有する遺跡の分
布傾向の変遷、そして大・中型遺跡を対象とした遺跡間ネットワークの変遷について、統計的な手法により分析を行
った。結果として、EB I 期から EB II・III 期への移行に際して、顕著に異なる様相（遺跡の集中・拡散・消滅）を示
す 5 つの地域が抽出されたと同時に、全域的な遺跡の減少が認められた。異なる様相を示す 5 つの地域については、
おそらくは主にオリーヴやブドウの集約的栽培や銅生産活動との関係から居住地の急激な変動が生じたものと考えら




























第 VI 章では、EB II 期におけるナイル河下流域との関係性について、パレスティナ地域から出土するナイル河下流
域系石製品と、ナイル河下流域から出土するパレスティナ地域系土器（「アビュドス土器（Abydos Ware）」）を主たる














たことが理解される。したがって、EB IB 期から EB II 期にかけて、均質性の増大と流通域の拡大が明確に認められた。 
 
 
2. 3. 第 3 部：土器生産と社会‐経済構造 
第 3 部（第 VIII～XII 章）では、前期青銅器時代の土器を対象として技術論を展開し、当該期における専業的生産
体制の様相について論考を進めた。 




概して発達が認められ（e.g. 昇焔式土器焼成窯の導入（EB II 期）、回転台の出土数量の増加（EB II 期）、磨研土器の
増加（EB II 期））、EB I 期からの技術‐経済的な変化が示唆された。 
第 IX～XI 章では、第 VIII 章における専業的生産体制に関する議論を前提として、皿・鉢形土器の器面に施される
磨研技術（磨研の方向、各条の幅、及び様式）に着目して地域別・遺跡別に分析を行い、皿・鉢形磨研土器の生産体
制の地域性とその変遷を考察した。 
第 IX 章では EB IB 期のパレスティナ地域のイスラエル側からの出土資料を取り扱った。各遺跡における磨研技術







第 X 章では EB II 期の北部地域からの出土資料を扱い、地域性の把握に努めた。分析の結果、胴部内面に放射状に
施される磨研様式（放射状磨研）が、北部地域におけるほとんどの皿・鉢形土器に共通して見られ、均質的な様相を
示していた。ただし、資料数が多い皿形土器では放射状磨研を構成する垂直方向磨研の傾き（左・右傾斜型）と細分
























3. 結 論：第 XIII 章 
以上の諸分析結果に主として基づいて、EB II 期におけるパレスティナ地域における社会‐文化システムの特質につ

















以上から、ヘテラルキー的状況は 3 つのレヴェルで確認されうる。すなわち、社会‐ 経済圏間、居住システム間、
そして拠点的な大・中型居住地内に認められることになる。したがって、上記の社会‐ 経済圏の成立と、この多重化・
構造化したヘテラルキー的状況の出現こそが、EB II 期のパレスティナ地域における「都市化」を特徴づけると看做
せるのである。 
